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8月18日おもりを使ったおもちゃづくり
　おもりで動く、楽しいお
もちゃを作成する「やさし
い工作教室」が、佐原中央
公民館で開催されました。
　今回は中学生の職場体験
で、香取中の生徒も参加し
て工作のお手伝いをしまし
た。子どもたちは真剣な表
情で、ゆらゆら揺れるかも
めや、目が動くふくろうな
どを作成しました。

　新開町、東西住金団地を対象とした水害避難訓練が、8月21日に
くろべ運動公園で行われました。
　今回の震災で、利根川の堤防も大きな被害を受け、台風などの大
雨による水位上昇に伴い「利根川が決壊する恐れがある」という想
定のもと、初の試みとして、避難経路などを指定せず、どのように
行動すべきかを住民が自ら考え避難する、自主性を重視した訓練と
して実施しました。
　この日は、雨天にもかかわらず、地域住民、地区社協、民生児童
委員、消防団など総勢300人が参加し、改めて防災意識を高め合い
ました。

ら考え避難する
新開町、住金団地地区　水害避難訓練自

▲雨が降るなか避難訓練に参加した新開町、住金団地地区の住民たち
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介
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と
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▲千葉親胤御影

千葉氏略系図
（『千葉大系図』鏑木本）
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　昨年の農業統計データによると、
千葉県の水稲作付面積と収穫量は全
国で9番目に多く、産出額は716億
円で8位。また、10アール当たりの
収穫量で見ると、542㎏で7位となっ
ており、主食である米を生産する上
で、千葉県が生産効率に優れている
ことを表しています。その千葉県の
中でも香取市は、作付面積・収穫量
とも堂々の1位を誇り、2位を大き
く引き離しております。
　例年とは異なり、震災の影響で多
くの水稲農家が作付けを断念されま
したが、調査結果によると、液状化
などの被害により、水田への作付け
をしなかった農家は8月1日現在で
305戸。面積は約337ヘクタールで、

東京ドームに換算すると、約72個分
もの広さに相当します。作付けを断
念された方々の心中を察するに余り
ありますが、今後の営農活動に支障
を来すことのないように、破損した
農業用水設備の復旧工事をはじめ、
農業の未来を見据えた各種の施策に
より、災害に強く、さらに生産効率
の高い農業基盤の整備を進めて参り
たいと思います。
　さて、きびしい夏の暑さも去り、
過ごしやすい季節を迎えました。空
は高く空気は澄み、収穫に汗する皆
さんの姿が、田畑や野山に彩

いろど

りを添
えています。
　今後各地では、趣向を凝らしたイ
ベントが目白押しですが「季節の変
わり目は体調を崩

くず

しやすい」と言い
ます。
　健康管理に留意され、行楽と味覚
の秋を満喫ください。

市長歳時記

▲放射性物質検査により「安全宣言」
された香取市産米を無料配布

8月28日竹を割って流しそうめんを楽しむ
　夏の風物詩「流しそうめ
ん」が、山田児童館で行わ
れました。
　この日は、そうめんだけ
でなく、ブドウやトマトな
ども流され、子どもたちは
大興奮。必死になって掴も
うと奮闘していました。
　夏休み最後の日曜日に楽
しい思い出を作ることがで
きました。
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保
地
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呼
ば
れ
た
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神
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ゆ
か
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が
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若
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け
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。

　

描
か
れ
た
の
は
千
葉
氏
24
代
当

主
の
親
胤
、
こ
れ
を
描
き
「
久
坊

（
久
保
）
の
親
胤
寺
」
に
奉ほ

う

納の
う

し

た
の
は
、
江
戸
時
代
初
期
に
一
介

の
浪
人
身
分
で
あ
り
な
が
ら
も
千

葉
氏
の
当
主
と
な
っ
た
定さ

だ

胤た
ね

と
い

う
人
物
で
す
。

　

掛
け
軸
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右
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介
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／
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岸
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千
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介
／
親
胤
御
影
／
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ょ
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縁
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／
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日

（
左
）
親
胤
寺
／
久
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授
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と

記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

千
葉
親
胤
は
、
父
利と

し

胤た
ね

が
天
文

16
年
（
1
5
4
7
）
33
歳
で
亡
く

な
っ
た
た
め
、
7
歳
で
家
督
を
相

続
し
千ち

ば
の葉

介す
け

と
な
り
ま
す
。

　

幼
少
期
は
後ご

北ほ
う

条じ
ょ
う

氏
寄
り
で

あ
っ
た
家
臣
の
原
胤た

ね

清き
よ

ら
に
実
権

を
掌し

ょ
う

握あ
く

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
成

長
す
る
と
こ
の
体
制
に
不
満
を
抱

き
、
後
北
条
氏
と
対
立
す
る
立
場

を
鮮
明
に
し
ま
す
。
そ
の
こ
と
で

北
条
氏う

じ

康や
す

の
侵し

ん

攻こ
う

を
受
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う

閉へ
い

さ
れ
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す
。

　

勇
気
胆た

ん

力り
ょ
く

に
優
れ
る
と
評
さ

れ
、
一
方
で
は
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く

逆ぎ
ゃ
く
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う

な
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と
い
わ
れ
た
親
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、
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1
5
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7
）
8
月
、
17
歳
と
い

う
若
さ
で
家
臣
に
よ
っ
て
暗
殺
さ

れ
、
短
い
生
涯
を
閉
じ
ま
す
。

　

こ
の
後
、
千
葉
宗
家
の
家
督
を

継
い
だ
の
は
親
胤
の
叔
父
で
森
山

城
（
岡
飯
田
・
下
飯
田
区
）
を
居

城
と
し
て
い
た
海う

な

上か
み

胤た
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み

で
す
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胤
富
は
、
後
北
条
氏
と
の
関
係

を
深
め
、
上
杉
謙
信
、
結
城
氏
や

里
見
氏
な
ど
の
侵
攻
を
撃げ

き

退た
い

し
た

こ
と
か
ら
千
葉
常つ

ね

胤た
ね

以
来
の
千
葉

宗
家
の
誇
り
を
守
っ
た
勇ゆ

う

将し
ょ
う

と
讃

え
ら
れ
た
人
物
で
す
。
そ
し
て
定

胤
は
胤
富
の
曾ひ

孫ま
ご

に
あ
た
り
ま
す
。

　

ま
た
、
不
思
議
な
こ
と
に
縁
日

と
し
た
天
正
7
年
（
1
5
7
9
）

5
月
4
日
は
、
千
葉
親
胤
で
は
な

く
千
葉
胤
富
の
命
日
で
す
。

　

親
胤
暗
殺
の
首し

ゅ

謀ぼ
う

者し
ゃ

に
つ
い
て

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
憶お

く

説せ
つ

が
あ
り
ま

す
が
、
親
胤
の
怨お

ん

念ね
ん

が
悪あ

く

霊り
ょ
う

と

な
っ
て
種
々
の
祟た

た

り
が
あ
っ
た
こ

と
が
『
千
葉
実
録
』
に
見
え
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
千
葉
胤
富
と
、
そ

の
子
孫
で
あ
る
近
世
の
千
葉
氏
当

主
が
、
非
業
の
最
期
を
遂
げ
た
千

葉
親
胤
の
御み

霊た
ま

を
鎮
め
る
た
め
に

最
勝
院
を
建
立
し
、
御
影
を
寄
進

し
た
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
資
料
は
、
平
成
17
年
に
久

保
神
社
本
殿
な
ど
と
と
も
に
、
香

取
市
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
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